
規

則

福
島
県
交
通
遺
児
激
励
金
支
給
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
九
年
十
一
月
九
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

福
島
県
規
則
第
七
十
八
号

福
島
県
交
通
遺
児
激
励
金
支
給
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

福
島
県
交
通
遺
児
激
励
金
支
給
規
則(

昭
和
四
十
六
年
福
島
県
規
則
第
六
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
中｢

盲
学
校
、
聾
学
校
若
し
く
は
養
護
学
校｣

を｢

特
別
支
援
学
校｣

に
改
め
、
同

条
第
二
項
中｢

第
七
十
二
条
第
一
項｣

を｢

第
六
十
七
条
第
二
項｣

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

(

県
民
環
境
総
務
領
域
生
活
交
通
グ
ル
ー
プ)

福
島
県
告
示
第
七
百
五
十
五
号

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法(

平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
。
以
下｢

法｣

と
い
う
。)

第
八
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
聴
取
し
た
意
見
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
当
該
意
見
を
平
成
十
九

年
十
一
月
九
日
か
ら
同
年
十
二
月
十
日
ま
で
福
島
県
商
工
労
働
部
商
工
総
務
領
域
商
業
ま
ち
づ
く
り
グ

ル
ー
プ
、
福
島
県
会
津
地
方
振
興
局
企
画
商
工
部
地
域
づ
く
り
・
商
工
労
政
グ
ル
ー
プ
及
び
会
津
若
松

市
観
光
商
工
部
商
工
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
九
年
十
一
月
九
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

意
見
の
対
象
と
な
っ
た
大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

カ
ン
セ
キ
会
津
若
松
店

会
津
若
松
市
門
田
町
大
字
黒
岩
字
南
青
木
九
十
八
番
地
一
号
ほ
か

二

法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
会
津
若
松
市
か
ら
聴
取
し
た
意
見
の
概
要

意
見
な
し
。

(

商
工
総
務
領
域
商
業
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ)

福
島
県
告
示
第
七
百
五
十
六
号

土
地
改
良
法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号)

第
八
十
七
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

土
田
北
地
区
に
係
る
県
営
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業
を
行
う
た
め
の
土
地
改
良
事
業
計
画
を
変
更
し

た
。
こ
の
変
更
後
の
関
係
書
類
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
九
年
十
一
月
九
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

縦
覧
に
供
す
る
書
類

土
地
改
良
事
業
変
更
計
画
書
の
写
し

二

縦
覧
の
期
間

平
成
十
九
年
十
一
月
十
二
日
か
ら

同

年
十
二
月
三
日
ま
で

(

二
十
二
日
間)

三

縦
覧
の
場
所

耶
麻
郡
猪
苗
代
町
役
場

(

農
村
整
備
領
域
農
村
計
画
グ
ル
ー
プ)

福
島
県
告
示
第
七
百
五
十
七
号

土
地
改
良
法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号)

第
八
十
九
条
の
二
第
三
項
で
準
用
す
る
同
法

第
五
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
土
地
を
県
営
区
画
整
理
事
業
長
坂
地
区
に
係
る
換
地

計
画
に
お
い
て
非
農
用
地
区
域
内
に
換
地
を
定
め
る
土
地
と
し
て
指
定
し
た
。

平
成
十
九
年
十
一
月
九
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平
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毎
週
火
・
金
曜
日
発
行(

当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
休
日
の
翌
日)

目

次

規

則

○
福
島
県
交
通
遺
児
激
励
金
支
給
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
規
則

七
四
七

告

示

○
大
規
模
小
売
店
舗
の
変
更
の
届
出
に
つ

い
て
意
見
が
あ
っ
た
件

七
四
七

○
県
営
土
地
改
良
事
業
計
画
を
変
更
し
た

件

七
四
七

○
県
営
土
地
改
良
事
業
の
異
種
目
換
地
指

定
の
件

七
四
七

公

告

○
障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ
る
指
定
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
を
指
定
し
た
件

七
四
八

○
障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ
る
指
定
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
う
事
業
所
の

所
在
地
を
変
更
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た

件

七
四
九

○
障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ
る
指
定
自
立

支
援
医
療
機
関
を
指
定
し
た
件

七
四
九

○
貸
金
業
者
の
登
録
を
取
り
消
し
た
件

七
四
九

○
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
に
よ
る
廃
止

の
届
出
が
あ
っ
た
件
二
件

七
四
九

福
島
県
公
安
委
員
会

○
福
島
県
警
察
の
組
織
に
関
す
る
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
規
則

七
五
〇

○
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
講
習
を
実
施

す
る
件
二
件

七
五
〇



公

告

土
地
の
表
示

地
積(

平
方
メ
ー
ト
ル)

耶
麻
郡
猪
苗
代
町
字
大
道
西
二
二
〇
番
一

一
、
六
二
〇
の
う
ち
四
四
三

(

農
村
整
備
領
域
農
地
管
理
グ
ル
ー
プ)

公
告
第
六
百
二
十
二
号

障
害
者
自
立
支
援
法(
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号)

第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

平
成
十
九
年
十
一
月
九
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

事
業
所

事
業
所
の

事
業
者

事
業
者
の
主

指
定
年
月
日

サ
ー
ビ
ス

サ
ー
ビ
ス
の

の
名
称

所

在

地

の
名
称

た
る
事
務
所

の
種
類

主
た
る
対
象

の
所
在
地

者

小
野
観

田
村
郡
小
野

小
野
町

福
島
県
田
村

平
成
一
九
年

居
宅
介
護

身
体
障
害
者

光
介
護

町
大
字
小
野

観
光
タ

郡
小
野
町
大

一
一
月
一
日

重
度
訪
問

知
的
障
害
者

サ
ー
ビ

新
町
字
本
町

ク
シ
ー

字
小
野
新
町

介
護

障
害
児

ス

一
八
│
一

株
式
会

字
本
町
一
八

精
神
障
害
者

社

│
一

ハ
ッ
ピ

い
わ
き
市
小

株
式
会

東
京
都
港
区

同

同

同

ー
い
わ

名
浜
愛
宕
町

社
ジ
ャ

六
本
木
六
│

き
・
ヘ

一
五
│
六

パ
ン
ケ

一
〇
│
一

ル
パ
ー

ア
サ
ー

ス
テ
ー

ビ
ス
福

シ
ョ
ン

島

ハ
ッ
ピ

福
島
市
郷
野

同

同

同

同

同

ー
福
島

目
字
宝
来
町

南
・
ヘ

二
八
│
二

ル
パ
ー

ス
テ
ー

シ
ョ
ン

ハ
ッ
ピ

伊
達
市
保
原

同

同

同

同

同

ー
保
原

町
字
赤
橋
三

・
ヘ
ル

六
│
一

パ
ー
ス

テ
ー
シ

ョ
ン

ハ
ッ
ピ

福
島
市
笹
谷

同

同

同

同

同

ー
福
島

字
出
水
上
二

笹
谷
・

四
│
八

ヘ
ル
パ

ー
ス
テ

ー
シ
ョ

ンハ
ッ
ピ

郡
山
市
大
槻

同

同

同

同

同

ー
郡
山

町
御
十
日
六

・
ヘ
ル

│
一

パ
ー
ス

テ
ー
シ

ョ
ン

ハ
ッ
ピ

須
賀
川
市
茶

同

同

同

同

同

ー
茶
畑

畑
町
六

・
ヘ
ル

パ
ー
ス

テ
ー
シ

ョ
ン

ハ
ッ
ピ

白
河
市
会
津

同

同

同

同

同

ー
白
河

町
三
八
│
二

・
ヘ
ル

パ
ー
ス

テ
ー
シ

ョ
ン

ハ
ッ
ピ

南
相
馬
市
原

同

同

同

同

同

ー
原
町

町
区
二
見
町

・
ヘ
ル

一
│
一
一
│

パ
ー
ス

四

テ
ー
シ
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ョ
ン

障
が
い

伊
達
市
保
原

有
限
会

福
島
県
伊
達

同

児
童
デ
イ

障
害
児

児
デ
イ

町
三
│
八

社
地
域

郡
桑
折
町
伊

サ
ー
ビ
ス

サ
ー
ビ

サ
ポ
ー

達
崎
字
道
林

ス
・
ハ

ト
研
究

一
三

イ
ジ

所

(

自
立
支
援
領
域
障
が
い
者
支
援
グ
ル
ー
プ)

公
告
第
六
百
二
十
三
号

障
害
者
自
立
支
援
法(

平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号)

第
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
か
ら
当
該
指
定
に
係
る
事
業
所
の
所
在
地
を
変
更
し
た
旨
届
出

が
あ
っ
た
。

平
成
十
九
年
十
一
月
九
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

事
業
所

変
更
前
の
事

変
更
後
の
事

事
業
者

事
業
者
の
主

サ
ー
ビ
ス

サ
ー
ビ
ス
の

の
名
称

業
所
の
所
在

業
所
の
所
在

の
名
称

た
る
事
務
所

の
種
類

主
た
る
対
象

地

地

の
所
在
地

者

生
活
サ

郡
山
市
緑
ヶ

郡
山
市
�
瀬

特
定
非

郡
山
市
�
瀬

居
宅
介
護

身
体
障
害
者

ポ
ー
ト

丘
西
二
│
一

町
多
田
野
字

営
利
活

町
多
田
野
字

重
度
訪
問

知
的
障
害
者

ひ
ゅ
う

│
一
一

棒
芳
七
│
三

動
法
人

棒
芳
七
│
三

介
護

障
害
児

ま
ん

ト
マ
ト

ハ
ウ
ス

(

自
立
支
援
領
域
障
が
い
者
支
援
グ
ル
ー
プ)

公
告
第
六
百
二
十
四
号

障
害
者
自
立
支
援
法(

平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号)

第
五
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、

指
定
自
立
支
援
医
療
機
関
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

平
成
十
九
年
十
一
月
九
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

名

称

所

在

地

指
定
年
月
日

自
立
支
援

指
定
す
る

主
と
し
て
担

医
療
の
種

診
療
科
名

当
す
る
医
師

類

又
は
歯
科
医

師

コ
ス
モ
調
剤
薬

福
島
市
泉
字
清
水

平
成
一
九
年

育
成
医
療

調
剤

局
い
ず
み
西
店

内
一
八
│
一
三

一
一
月
一
日

更
生
医
療

コ
ス
モ
調
剤
薬

二
本
松
市
油
井
字

同

同

同

局
油
井
店

福
岡
四
四
一
│
二

コ
ス
モ
調
剤
薬

南
相
馬
市
原
町
区

同

同

同

局
上
町
店

上
町
三
│
一
二
│

一

調
剤
薬
局
ツ
ル

福
島
市
大
森
字
城

同

同

同

ハ
ド
ラ
ッ
グ
大

ノ
内
三
五
│
一

森
店

(

自
立
支
援
領
域
障
が
い
者
支
援
グ
ル
ー
プ)

公
告
第
六
百
二
十
五
号

貸
金
業
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律(

昭
和
五
十
八
年
法
律
第
三
十
二
号)

第
三
十
八
条
第
一
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
貸
金
業
者
の
登
録
を
取
り
消
し
た
。

平
成
十
九
年
十
一
月
九
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

商
号
又
は
名
称

ロ
ー
ン
ズ
フ
ァ
イ
ブ

二

氏
名(

法
人
に
あ
っ
て
は
代
表
者
名)

平
栗

紳
一
郎

三

営
業
所
又
は
事
務
所
の
所
在
地

郡
山
市
富
田
町
字
諏
訪
前
七
│
八

四

登
録
番
号

福
島
県
知
事
(NI)
第
〇
一
八
五
六
号

五

登
録
の
取
消
し
の
日

平
成
十
九
年
十
一
月
一
日

(

商
工
総
務
領
域
金
融
グ
ル
ー
プ)

公
告
第
六
百
二
十
六
号

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法(

平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号)

第
六
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
、
大
規

模
小
売
店
舗
の
廃
止
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
十
九
年
十
一
月
九
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

(

仮
称)
藤
越
泉
店

い
わ
き
市
泉
玉
露
二
丁
目
十
番
一
ほ
か

二

大
規
模
小
売
店
舗
内
の
廃
止
前
の
店
舗
面
積
の
合
計

二
千
三
百
三
十
平
方
メ
ー
ト
ル

三

大
規
模
小
売
店
舗
内
の
廃
止
後
の
店
舗
面
積
の
合
計

平成19年11月９日 金曜日 福 島 県 報 第1926号749



福
島
県
公
安
委
員
会

零
平
方
メ
ー
ト
ル

四

大
規
模
小
売
店
舗
内
の
店
舗
面
積
の
合
計
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
と
な
る
日

平
成
十
九
年
十
月
一
日

五

届
出
年
月
日

平
成
十
九
年
十
月
三
十
日

六

届
出
を
し
た
者

株
式
会
社
藤
越

(

商
工
総
務
領
域
商
業
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ)

公
告
第
六
百
二
十
七
号

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法(
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号)

第
六
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
、
大
規

模
小
売
店
舗
の
廃
止
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
十
九
年
十
一
月
九
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

藤
越
植
田
店

い
わ
き
市
植
田
町
中
央
一
丁
目
二
番
地
二

二

大
規
模
小
売
店
舗
内
の
廃
止
前
の
店
舗
面
積
の
合
計

二
千
三
十
四
平
方
メ
ー
ト
ル

三

大
規
模
小
売
店
舗
内
の
廃
止
後
の
店
舗
面
積
の
合
計

零
平
方
メ
ー
ト
ル

四

大
規
模
小
売
店
舗
内
の
店
舗
面
積
の
合
計
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
と
な
る
日

平
成
十
三
年
八
月
二
十
一
日

五

届
出
年
月
日

平
成
十
九
年
十
月
三
十
日

六

届
出
を
し
た
者

藤
越
不
動
産
株
式
会
社

(

商
工
総
務
領
域
商
業
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ)

福
島
県
警
察
の
組
織
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
｡

平
成
19年
11月
９
日

福
島
県
公
安
委
員
会
委
員
長
松
本
忠
清

福
島
県
公
安
委
員
会
規
則
第
８
号

福
島
県
警
察
の
組
織
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

福
島
県
警
察
の
組
織
に
関
す
る
規
則
(昭
和
32年
福
島
県
公
安
委
員
会
規
則
第
９
号
)
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
｡

｢

大
野
駐
在
所
双
葉
郡
大
熊
町
双
葉
郡
大
熊
町
の
う
ち
大
字

大
字
下
野
上

野
上

別
表
第
２
富
岡
警
察
署
の
部
中

熊
野
駐
在
所
双
葉
郡
大
熊
町
双
葉
郡
大
熊
町
の
う
ち
大
字

大
字
熊

大
字
小
入
野
､
大
字
夫
沢

大
川
原
､
大
字
野
上
､
大
字
下

｢
を

大
町
駐
在
所
双
葉
郡
大
熊
町
双
葉
郡
大
熊
町

熊
､
大
字
熊
川
､
大
字
小
良
浜
､

｣

に
改
め
る
｡

｣
附
則

こ
の
規
則
は
､
平
成
19年
11月
13日
か
ら
施
行
す
る
｡

福
島
県
公
安
委
員
会
公
告
第
１
３
号

警
備
業
法
(昭
和
47年

法
律
第
117号

｡
以
下
｢法
｣
と
い
う
｡
)
第
22条

第
２
項
第
１
号
の
規
定

に
よ
り
､
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
講
習
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
｡

平
成
19年
11月
９
日

福
島
県
公
安
委
員
会
委
員
長
松
本
忠
清

１
講
習
の
区
分
､
期
間
及
び
日
時
並
び
に
場
所

�
区
分

ア
法
第
２
条
第
１
項
第
２
号
に
規
定
す
る
警
備
業
務
に
係
る
講
習
(以
下
｢雑
踏
・
交
通
誘
導

警
備
講
習
｣
と
い
う
｡
)

イ
法
第
２
条
第
１
項
第
１
号
に
規
定
す
る
警
備
業
務
に
係
る
講
習
(以
下
｢施
設
警
備
講
習
｣

と
い
う
｡
)

�
期
間
及
び
日
時

ア
雑
踏
・
交
通
誘
導
警
備
講
習

�
期
間
２
日
間

�
日
時
平
成
20年
１
月
21日

(月
)
か
ら
同
月
22日

(火
)
ま
で
の
午
前
９
時
か
ら
午
後

５
時
ま
で

イ
施
設
警
備
講
習

�
期
間
４
日
間

�
日
時
平
成
20年
３
月
４
日
(火
)
か
ら
同
月
７
日
(金
)
ま
で
の
午
前
９
時
か
ら
午
後

５
時
ま
で
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�
場
所
福
島
県
青
少
年
会
館
(福
島
県
福
島
市
黒
岩
字
田
部
屋
53番
５
)

電
話
024-546-8311

２
受
講
定
員

各
講
習
30名

３
受
講
対
象
者

受
講
し
よ
う
と
す
る
講
習
に
係
る
警
備
業
務
(以
下
｢受
講
警
備
業
務
｣
と
い
う
｡
)
以
外
の
警

備
業
務
に
係
る
法
第
22条
第
２
項
に
規
定
す
る
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
資
格
者
証
(以
下
｢資
格

者
証
｣
と
い
う
｡
)
又
は
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
及
び
機
械
警
備
業
務
管
理
者
に
係
る
講
習
等
に

関
す
る
規
則
(昭
和
58年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
２
号
｡
)
第
７
条
に
規
定
す
る
警
備
員
指
導
教

育
責
任
者
講
習
修
了
証
明
書
(以
下
｢修
了
証
明
書
｣
と
い
う
｡
)
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
で
､

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
｡

�
最
近
５
年
間
に
受
講
警
備
業
務
に
従
事
し
た
期
間
が
通
算
し
て
３
年
以
上
で
あ
る
者

�
警
備
員
等
の
検
定
等
に
関
す
る
規
則
(平
成
17年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
20号
｡
以
下
｢検

定
規
則
｣
と
い
う
｡
)
第
４
条
に
規
定
す
る
１
級
の
検
定
(受
講
警
備
業
務
に
係
る
も
の
に
限
る
｡)

に
係
る
法
第
23条
第
４
項
の
合
格
証
明
書
(以
下
｢合
格
証
明
書
｣
と
い
う
｡
)
の
交
付
を
受
け

て
い
る
者

�
検
定
規
則
第
４
条
に
規
定
す
る
２
級
の
検
定
(受
講
警
備
業
務
に
係
る
も
の
に
限
る
｡
)
に
係

る
合
格
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
い
る
警
備
員
で
あ
っ
て
､
当
該
合
格
証
明
書
の
交
付
を
受
け
た

後
､
継
続
し
て
１
年
以
上
受
講
警
備
業
務
に
従
事
し
て
い
る
も
の

�
検
定
規
則
附
則
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
警
備
員
等
の
検
定
に
関
す
る
規
則
(昭
和
61

年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
５
号
｡
以
下
｢旧
検
定
規
則
｣
と
い
う
｡
)
第
１
条
第
２
項
に
規
定

す
る
１
級
の
検
定
(以
下
｢旧
１
級
検
定
｣
と
い
う
｡
)
(受
講
警
備
業
務
に
係
る
も
の
に
限
る
｡)

に
合
格
し
た
者

�
旧
検
定
規
則
第
１
条
第
２
項
に
規
定
す
る
２
級
の
検
定
(以
下
｢旧
２
級
検
定
｣
と
い
う
｡
)

(受
講
警
備
業
務
に
係
る
も
の
に
限
る
｡
)
に
合
格
し
た
警
備
員
で
あ
っ
て
､
当
該
検
定
に
合
格

し
た
後
､
継
続
し
て
１
年
以
上
受
講
警
備
業
務
に
従
事
し
て
い
る
も
の

４
受
講
申
込
手
続
等

�
受
講
申
込
手
続

受
講
を
希
望
す
る
者
(以
下
｢受
講
希
望
者
｣
と
い
う
｡
)
は
､
福
島
県
内
の
各
警
察
署
に
備

え
付
け
の
受
講
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
､
写
真
(６
か
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
､
無
背

景
の
正
面
の
顔
写
真
で
､
縦
３
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
､
横
2.4セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
も
の
)
１
葉
を

は
り
付
け
､
住
所
地
を
管
轄
す
る
警
察
署
(福
島
県
外
に
住
所
を
有
す
る
者
に
あ
っ
て
は
､
福
島

県
内
の
最
寄
り
の
警
察
署
)
に
提
出
す
る
こ
と
｡

な
お
､
郵
送
に
よ
る
申
込
み
及
び
本
人
以
外
の
者
が
行
う
申
込
み
は
､
受
け
付
け
な
い
｡

�
添
付
書
類

�
の
受
講
申
込
書
に
は
､
受
講
希
望
者
が
交
付
を
受
け
て
い
る
資
格
者
証
又
は
修
了
証
明
書
の

写
し
を
添
付
す
る
ほ
か
､
次
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
､
そ
れ
ぞ
れ
定
め
る
書
類
を
添
付
す
る
こ
と
｡

ア
３
の
�
に
掲
げ
る
者
受
講
警
備
業
務
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
を
証
明
す
る
警
備
業
者
等
の

作
成
に
係
る
書
面
及
び
履
歴
書
各
１
通

イ
３
の
�
に
掲
げ
る
者
受
講
警
備
業
務
１
級
の
検
定
に
係
る
合
格
証
明
書
の
写
し
１
通

ウ
３
の
�
に
掲
げ
る
者
受
講
警
備
業
務
２
級
の
検
定
に
係
る
合
格
証
明
書
の
写
し
及
び
継
続

し
て
１
年
以
上
受
講
警
備
業
務
に
従
事
し
て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
警
備
業
者
等
の
作
成
に
係

る
書
面
各
１
通

エ
３
の
�
に
掲
げ
る
者
旧
１
級
検
定
(受
講
警
備
業
務
に
係
る
も
の
に
限
る
｡
)
に
係
る
旧

検
定
規
則
第
８
条
に
規
定
す
る
合
格
証
(以
下
｢合
格
証
｣
と
い
う
｡
)
の
写
し
１
通

オ
３
の
�
に
掲
げ
る
者
旧
２
級
検
定
(受
講
警
備
業
務
に
係
る
も
の
に
限
る
｡
)
に
係
る
合

格
証
の
写
し
及
び
継
続
し
て
１
年
以
上
受
講
警
備
業
務
に
従
事
し
て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
警

備
業
者
等
の
作
成
に
係
る
書
面
各
１
通

�
受
講
申
込
み
の
受
付
期
間

ア
雑
踏
・
交
通
誘
導
警
備
講
習

平
成
19年
11月
19日

(月
)
か
ら
同
月
30日

(金
)
ま
で
(土
曜
日
､
日
曜
日
及
び
同
月
23

日
を
除
く
｡
)
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

イ
施
設
警
備
講
習

平
成
20年
１
月
７
日
(月
)
か
ら
同
月
18日

(金
)
ま
で
(土
曜
日
､
日
曜
日
及
び
同
月
14

日
を
除
く
｡
)
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

な
お
､
各
講
習
と
も
受
講
申
込
み
の
先
着
順
に
受
講
者
を
決
定
し
､
受
講
者
の
数
が
定
員
に

達
し
た
と
き
は
､
そ
の
後
の
申
込
み
に
つ
い
て
は
､
受
付
期
間
中
で
あ
っ
て
も
受
付
を
締
め
切

る
も
の
と
す
る
｡

�
講
習
内
容
及
び
修
了
考
査

講
習
は
､
警
備
業
務
の
区
分
に
応
じ
た
専
門
的
な
知
識
及
び
技
能
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
､

雑
踏
・
交
通
誘
導
警
備
講
習
に
あ
っ
て
は
14時
限
､
施
設
警
備
講
習
に
あ
っ
て
は
23時
限
行
う
も

の
と
し
､
各
講
習
の
最
終
日
に
修
了
考
査
(五
枝
択
一
式
問
題
が
14問
で
､
試
験
時
間
が
35分
間

の
も
の
)
を
実
施
す
る
｡

�
受
講
手
数
料

ア
金
額

�
雑
踏
・
交
通
誘
導
警
備
講
習
14,000円

�
施
設
警
備
講
習
23,000円

イ
納
付
方
法

福
島
県
収
入
証
紙
に
よ
り
､
受
講
申
込
書
提
出
時
に
納
付
す
る
こ
と
｡

な
お
､
既
納
の
受
講
手
数
料
は
､
返
還
し
な
い
｡

�
そ
の
他

ア
受
講
者
は
､
講
習
初
日
の
午
前
８
時
30分
ま
で
に
１
の
�
に
掲
げ
る
場
所
に
集
合
し
､
受
付

を
済
ま
せ
る
こ
と
｡

イ
受
講
に
際
し
て
は
､
筆
記
具
を
持
参
す
る
こ
と
｡

５
講
習
の
委
託
先

社
団
法
人
福
島
県
警
備
業
協
会
(福
島
県
福
島
市
中
町
４
番
20号

み
ん
ゆ
う
ビ
ル
401号

)
電
話
024-523-4911
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６
講
習
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
先

郵
便
番
号
960-8686

福
島
県
福
島
市
杉
妻
町
２
番
16号

福
島
県
警
察
本
部
生
活
安
全
部
生
活
安
全
企
画
課

電
話
024-522-2151

内
線
3026又

は
3027

(生
活
安
全
企
画
課
)

福
島
県
公
安
委
員
会
公
告
第
１
４
号

警
備
業
法
(昭
和
47年
法
律
第
117号

｡
以
下
｢法
｣
と
い
う
｡
)
第
22条
第
２
項
第
１
号
の
規
定

に
よ
り
､
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
講
習
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
｡

平
成
19年
11月
９
日

福
島
県
公
安
委
員
会
委
員
長
松
本
忠
清

１
講
習
の
区
分
､
期
間
及
び
日
時
並
び
に
場
所

�
区
分
法
第
２
条
第
１
項
第
１
号
に
規
定
す
る
警
備
業
務
(以
下
｢施
設
警
備
業
務
｣
と
い
う
｡
)
に

係
る
講
習

�
期
間
及
び
日
時

ア
期
間
７
日
間

イ
日
時
平
成
20年
２
月
12日

(火
)
か
ら
同
月
20日

(水
)
ま
で
(土
曜
日
及
び
日
曜
日
を

除
く
｡
)
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

�
場
所
福
島
県
青
少
年
会
館
(福
島
県
福
島
市
黒
岩
字
田
部
屋
53番
５
)

電
話
024-546-8311

２
受
講
定
員

30名
３
受
講
対
象
者

次
の
�
か
ら
�
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
｡

�
最
近
５
年
間
に
施
設
警
備
業
務
に
従
事
し
た
期
間
が
通
算
し
て
３
年
以
上
で
あ
る
者

�
警
備
員
等
の
検
定
等
に
関
す
る
規
則
(平
成
17年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
20号
｡
以
下
｢検

定
規
則
｣
と
い
う
｡
)
第
４
条
に
規
定
す
る
１
級
の
検
定
(施
設
警
備
業
務
に
係
る
も
の
に
限
る
｡)

に
係
る
法
第
23条
第
４
項
の
合
格
証
明
書
(以
下
｢合
格
証
明
書
｣
と
い
う
｡
)
の
交
付
を
受
け

て
い
る
者

�
検
定
規
則
第
４
条
に
規
定
す
る
２
級
の
検
定
(施
設
警
備
業
務
に
係
る
も
の
に
限
る
｡
)
に
係

る
合
格
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
い
る
警
備
員
で
あ
っ
て
､
当
該
合
格
証
明
書
の
交
付
を
受
け
た

後
､
継
続
し
て
１
年
以
上
施
設
警
備
業
務
に
従
事
し
て
い
る
も
の

�
検
定
規
則
附
則
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
警
備
員
等
の
検
定
に
関
す
る
規
則
(昭
和
61

年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
５
号
｡
以
下
｢旧
検
定
規
則
｣
と
い
う
｡
)
第
１
条
第
２
項
に
規
定

す
る
１
級
の
検
定
(以
下
｢旧
１
級
検
定
｣
と
い
う
｡
)
(施
設
警
備
業
務
に
係
る
も
の
に
限
る
｡)

に
合
格
し
た
者

�
旧
検
定
規
則
第
１
条
第
２
項
に
規
定
す
る
２
級
の
検
定
(以
下
｢旧
２
級
検
定
｣
と
い
う
｡
)

(施
設
警
備
業
務
に
係
る
も
の
に
限
る
｡
)
に
合
格
し
た
警
備
員
で
あ
っ
て
､
当
該
検
定
に
合
格

し
た
後
､
継
続
し
て
１
年
以
上
施
設
警
備
業
務
に
従
事
し
て
い
る
も
の

４
受
講
申
込
手
続
等

�
受
講
申
込
手
続

受
講
を
希
望
す
る
者
(以
下
｢受
講
希
望
者
｣
と
い
う
｡
)
は
､
福
島
県
内
の
各
警
察
署
に
備

え
付
け
の
受
講
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
､
写
真
(６
か
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
､
無
背

景
の
正
面
の
顔
写
真
で
､
縦
３
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
､
横
2.4セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
も
の
)
１
葉
を

は
り
付
け
､
住
所
地
を
管
轄
す
る
警
察
署
(福
島
県
外
に
住
所
を
有
す
る
者
に
あ
っ
て
は
､
福
島

県
内
の
最
寄
り
の
警
察
署
)
に
提
出
す
る
こ
と
｡

な
お
､
郵
送
に
よ
る
申
込
み
及
び
本
人
以
外
の
者
が
行
う
申
込
み
は
､
受
け
付
け
な
い
｡

�
添
付
書
類

�
の
受
講
申
込
書
に
は
､
次
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
､
そ
れ
ぞ
れ
定
め
る
書
類
を
添
付
す
る
こ

と
｡
ア
３
の
�
に
掲
げ
る
者
施
設
警
備
業
務
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
を
証
明
す
る
警
備
業
者
等
の

作
成
に
係
る
書
面
及
び
履
歴
書
各
１
通

イ
３
の
�
に
掲
げ
る
者
施
設
警
備
業
務
１
級
の
検
定
に
係
る
合
格
証
明
書
の
写
し
１
通

ウ
３
の
�
に
掲
げ
る
者
施
設
警
備
業
務
２
級
の
検
定
に
係
る
合
格
証
明
書
の
写
し
及
び
継
続

し
て
１
年
以
上
施
設
警
備
業
務
に
従
事
し
て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
警
備
業
者
等
の
作
成
に
係

る
書
面
各
１
通

エ
３
の
�
に
掲
げ
る
者
旧
１
級
検
定
(施
設
警
備
業
務
に
係
る
も
の
に
限
る
｡
)
に
係
る
旧

検
定
規
則
第
８
条
に
規
定
す
る
合
格
証
(以
下
｢合
格
証
｣
と
い
う
｡
)
の
写
し
１
通

オ
３
の
�
に
掲
げ
る
者
旧
２
級
検
定
(施
設
警
備
業
務
に
係
る
も
の
に
限
る
｡
)
に
係
る
合

格
証
の
写
し
及
び
継
続
し
て
１
年
以
上
施
設
警
備
業
務
に
従
事
し
て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
警

備
業
者
等
の
作
成
に
係
る
書
面
各
１
通

�
受
講
申
込
み
の
受
付
期
間

平
成
19年
12月
３
日
(月
)
か
ら
同
月
５
日
(水
)
ま
で
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

な
お
､
講
習
は
受
講
申
込
み
の
先
着
順
に
受
講
者
を
決
定
し
､
受
講
者
の
数
が
定
員
に
達
し
た

と
き
は
､
そ
の
後
の
申
込
み
に
つ
い
て
は
､
受
付
期
間
中
で
あ
っ
て
も
受
付
を
締
め
切
る
も
の
と

す
る
｡

�
講
習
内
容
及
び
修
了
考
査

講
習
は
､
施
設
警
備
業
務
の
専
門
的
な
知
識
及
び
技
能
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
､
47時
限
行

う
も
の
と
し
､
講
習
の
最
終
日
に
修
了
考
査
(五
枝
択
一
式
問
題
が
40問

で
､
試
験
時
間
が
100

分
間
の
も
の
)
を
実
施
す
る
｡

�
受
講
手
数
料

ア
金
額
47,000円

イ
納
付
方
法

福
島
県
収
入
証
紙
に
よ
り
､
受
講
申
込
書
提
出
時
に
納
付
す
る
こ
と
｡

な
お
､
既
納
の
受
講
手
数
料
は
､
返
還
し
な
い
｡
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【定価 １箇月 3,390円】 発行者 福 島 県
印刷所 株式会社 第 一 印 刷

古紙配合率100％再生紙を
使用しています

�
そ
の
他

ア
受
講
者
は
､
講
習
初
日
の
午
前
８
時
30分
ま
で
に
１
の
�
に
掲
げ
る
場
所
に
集
合
し
､
受
付

を
済
ま
せ
る
こ
と
｡

イ
受
講
に
際
し
て
は
､
筆
記
具
を
持
参
す
る
こ
と
｡

５
講
習
の
委
託
先

社
団
法
人
福
島
県
警
備
業
協
会
(福
島
県
福
島
市
中
町
４
番
20号

み
ん
ゆ
う
ビ
ル
401号

)
電
話
024-523-4911

６
講
習
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
先

郵
便
番
号
960-8686

福
島
県
福
島
市
杉
妻
町
２
番
16号

福
島
県
警
察
本
部
生
活
安
全
部
生
活
安
全
企
画
課

電
話
024-522-2151

内
線
3026又

は
3027

(生
活
安
全
企
画
課
)
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